
地域一括発注による市町村支援の実績
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内容年

・橋梁定期点検の一括発注を開始（県内２市）平成２６年度

・県内２１市町村の点検を一括発注
・橋梁点検１巡目が完了
・県内２２市町村の橋梁長寿命化修繕計画策定

平成30年度

・市町村道路施設データベースシステムの構築
・一括発注参画が県内２４市町村となる

令和2年度

・橋梁点検２巡目（Ｒ元～Ｒ５）が完了
・要領改定に伴う橋梁長寿命化修繕計画の見直し（県内２４市町村）

令和5年度

・橋梁点検３巡目（Ｒ６～Ｒ１０）令和６年度～

・JR跨線橋の定期点検に関する費用と手続きを一本化令和７年度
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地域一括発注の範囲

地域一括発注

道路施設の定期点検

データ管理（データベースシステムの提供）

長寿命化修繕計画（個別施設計画）の策定・更新

Act

Plan

Check

一括発注の効果：①コスト縮減 ②業務効率化 ③品質向上
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橋梁点検の地域一括発注

Ａ市Ａ市
Ａ市

Ａ市Ａ市
Ｂ町

Ａ市Ａ市
Ｃ村

橋梁・トンネル・道路附属物等の定期点検

① 定期点検業務の発注手続き
（設計書・仕様書等の作成、新技術の検討）

② 業務監理、関係機関との協議・調整

③ 健全性の判定会議（評価の説明会）

④ 成果品の検収（検査）

⑤ 精算変更手続き
（見積徴収・変更設計資料作成）

点

検

会

社

（公財）宮崎県建設技術推進機構



4

スケールメリットによる点検費用の縮減

業務価格の約１割削減

業務価格の７％

効果１
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協議を一本化し、業務効率化と市町村職員の負担軽減

・日程調整の簡素化
・協議時間の短縮（効率的）
・管理者から留意事項などの伝達が一律
・対応者の窓口が一本化

推進機構※

NEXCO

JR

※ 協議は推進機構が代行。
各資料を作成し関係機関へ提出。

推進機構※

全市町村を包括して協議

Ａ市

Ｂ市

Ｃ町

Ｄ村

NEXCO・JR

市町村毎に協議

従来は・・・

NEXCO・JR

NEXCO・JR

NEXCO・JR

業務の効率化

包括協議

効果２
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JR跨線橋の定期点検に関する費用・手続きを一本化

精算がJRと機構で
別々になる・・手間がかかる・・

前年度 見積

当年度 協定

当年度 精算

見積

契約

跨線橋点検時発生する附帯費用 定期点検業務の費用

精算

令和７年度から実施

補助金の予算要望、交付申請
（事業補助制度）

橋梁の定期点検に係わる全ての費用を一本化

見積

契約× 精算

業務の効率化

契約を一本化
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データベースシステムを活用した業務効率化効果２

クラウド上で一元管理
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不断の見直しと市町村間の整合による品質向上

定期点検完了後、判定会議を実施す
るとともに、次年度の維持管理に向
けて、管理者と協議を行い、現状に
応じた最適な修繕計画に更新。

不断の見直しにより修繕計画の充実化

長寿命化修繕計画（個別施設計画）策定と更新

効果３
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管理者の垣根を越えた広域連携の拡大

道路橋
農道橋

林道橋

Ａ市

道路橋
農道橋

Ｂ町

道路橋
林道橋

Ｃ村

（
公
財
）
宮
崎
県
建
設
技
術
推
進
機
構

地域一括
発注

地域一括
発注

地域一括
発注

農道橋や林道橋の点検を
支援する県内自治体は
１７市町村／２６市町村

道路橋点検を支援する
県内自治体は
２４市町村／２６市町村


